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地域を育み、大陸をつなぐ
2 0 1 0～20 1 1年度
国際ロータリー会長
レイ・クリンギンスミス

欠席者　鈴木（郁）君、鈴木（正二）君、諏訪部（敏）君、
　　　　野口君、野田君、花房君、室伏君、森崎君

出席報告

司 会

会長挨拶 会長　矢野敏夫君

出席総数

前々回 39/47 82.98% 43/47 91.49%
41/49 83.67% 52名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
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広重版画より　三島　朝霧

第1872回例会 2011.2.3晴

　皆様こんにちは。今週から2月に入りましたが、今月は
「世界理解月間」です。国際ロータリーは、全てのロータ
リークラブに世界平和のための国際理解と親善を深め
るためのプログラムを行なうよう要請しています。この
ために、例えば国際的な講演者の招請、交換学生の招待等、
国際問題の検討の計画、国際的な文化芸術をテーマとす
る催し等のプログラム等を行なうクラブが多いと聞い
ております。つまり「世界理解月間｣は、ロータリーが世
界の人々の善意、世界平和及び理解を求めていく奉仕の
道を探り促進するいい機会だといえます。
　例えば、去年ガバナー事務所から要請のあったハイチ
共和国地震に対する災害義援金の寄付を当クラブも行
ないましたが、これも人道的見地からは当然ですが、国
際理解、相互援助という面からも大事なことだと思います。
　また当クラブは台湾苗栗ロータリークラブと1987年
から国際親善、青少年健全育成の一環として「中学生相
互交換研修制度｣を継続事業として行なってきており、
本年で25回目となります。これらの事業は若い世代がお
互いの民族・習慣・考え方の違いを理解し、「世界理解と
世界平和｣の担い手として成長することを願うものであ
ります。
　

①ロータリー2億ドルのチャレンジ
12月31日現在、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団
から授与された3億5,500万ドルの補助金に上乗せする2
億ドルを集めるために 約1億6,000万ドルがロータリア
ンから寄せられています。不足分の４,000万ドルの支
援をよろしくお願いいたします。�   
②２月の日程�
２月３日�クラブフォーラム　国際奉仕委員会�  
２月12日�第２分区　ＩＭ�  
２月17日�親睦例会 ミニコンサート　
　　　　　（交換中学生壮行会は３月に変更）�  
２月24日�卓話　諏訪部照久君�  

「奉仕の理想」
指揮　佐々木雅浩君

ロータリーソング

柴崎恵子君

ビジター

幹事報告 幹事　西本和夫君

“こんにちは、ようこそ”

水谷隆一君（伊豆中央ＲＣ）
松田三男君(三島ＲＣ）

ビジター

国歌斉唱 四つのテスト

本日はこの後、国際奉仕プロジェクトのクラブフォーラ
ムがあります。この後のクラブフォーラムにおいては皆
様が国際奉仕委員になったつもりで能動的に話を聞い
ていただき、今後の活動等に積極的に参加していただけ
るようお願いします。



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

◆Ｆテーブル、旧暦大晦日の昨日、節分生まれの伊丹さ
んのお祝いをかねて、綺麗な庭をながめながら｢せせ
らぎ亭｣で楽しいテーブル会をやりました。某Ｓ教授
によるウォーター講座で、化学実験が行われ、この三
島近辺の水は、フランスの水より水質が良い事が証明
され、中でも松韻さんの水が素晴らしいことがわかり、
今後は水ビジネスを海外展開することの夢をいだき
ました。このすばらしい水をくれる自然に感謝し、ス
マイルです！

◆伊丹君、偶然とはいえ驚きました。先週の例会の席で
当社の地下水の話をしてましたら、隣の関本照文様が
水の検査をする器具を持っていました。昨日のテーブ
ル会では化学実験テーブル会でした。水のすごさを感
じた一夜でございました。本日は誕生日祝いいただき
まして有難うございます。やっと69歳になりました。

◆前田君、92歳の父が昨年、骨折して入院。動けなくなる
かと心配しておりましたが、なんとか動けるようにな
って土曜日に退院することができます。

◆窪田君、秋田銘木センター仕入、まずまずでした。又、2
月2日東京中央木材市場にて伊勢神宮の御神木御山杉
８枚までせりで買って来ました。よかったです。

音楽に託すポリオ撲滅への思い
米国ウィスコンシン州ウィスコンシン・ラピッズで活
動する19の楽器から成るジャズバンド、リバー・シテ
ィーズ・ジャズは、2010年6月下旬から7月初旬にかけ
て、英国、フランス、スイスを周って９回の公演を実
施し、「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」のため
の2万ドルの募金に成功しました。 
ウィスコンシン・ラピッズ・ロータリー・クラブの会
員で、トランペットとフリューゲルホルンを担当して
いるミッチ・ビバさんは、「このツアーは、ポリオ撲
滅への募金のためだけでなく、私たちバンドにとって
も、世界的に有名なモントルー・ジャズ・フェスティ
バルを含め、国際的に公演した初めてのツアーとなり
ました」と言います。彼はまた、ロータリアンの自宅
に滞在したことにより、バンドメンバーが、真の異文
化を体験し、新たな友情を深めることができたとも語
っています。 
同バンド内で唯一のロータリアンであるビバさんが、
ポリオ・プラスに貢献するこのジャズツアーを思いつ
いたのは、2009年、第6250地区の研究グループ交換を
率いてフィリピンに赴いた時のことでした。「私はそ
こで、同じく研究グループ交換で第1180地区を率いて
フィリピンに来ていた、英国マグハル＆アーグルトン・
ロータリー・クラブのレス・ウィルソンさんに出会い
ました。彼との話から、彼の地区がポリオ撲滅の募金
のために実施した舞踏会のことを知りました」

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

委員会報告

ロータリークラブポリオ撲滅チャリティコンサートが
1月24日(月)、みしまプラザホテルの後援で行なわれま
した。
　主催は三島ロータリークラブ、伊豆中央ロータリー
クラブ、三島西ロータリークラブで、収益金の一部
29,000円を当クラブから地区ポリオ撲滅事務局へ送り
ました。

奉仕プロジェクト委員会

卓　話

理事会

　２月は｢世界理解月間｣に指定されています。
　この月間中、ロータリー・クラブは世界平和に不可
欠なものとして、理解と善意を強調するプログラムを
行うよう要請されています。また、1905年2月23日は、
ポール・ハリス、ガスターバス・ローア、シルベスター・
シール、ハイラム・ショーレの４人がシカゴで初めて
会合を開いた日で、ロータリーの創立記念日にあたり
ます。ロータリーではこの日を世界理解と平和の日（World 
Understanding and Peace Day）と定め、この日の意義
をとくに強調し、国際理解と友情と平和にむかって献
身するよう要請されています。更に、２月23日に始ま
る１週間を｢世界理解と平和週間｣と呼び、ロータリー
の奉仕活動を強調することが決議されています。
ロータリーにおける世界理解と平和の探究　
　ロータリーは友愛の心で結ばれた４人の会合に始ま
りましたが、３年後にはサービスの概念が導入され、
今では世界166ヶ国の地域に広がり、クラブ数31,000以
上、会員総数およそ120万人という大きな奉仕組織に発
展しました。1921年、スコットランドのエヂンバラ国
際大会において、｢ロータリーの綱領｣の中に｢奉仕の理
想に結ばれた事業と専門職務に携わる人の世界的親交
によって、国際間の理解と親善と平和を推進すること｣
という第4項が組み入れられ、その後世界中のロータリ
アンは色々なプログラムで世界平和について視野を広め、
平和への情熱を声高く表明してきました。しかしながら、
今日に至るまで、中東を中心に民族や宗教上の対立、
貧困や差別、抑圧への反抗などによる紛争やテロの種
はつきません。国際ロータリーでは、国際的な政治問
題に対する団体声明を出すことは禁じられていますが、
平和と正義の原則に基づき国際的難問を平和交渉によ
って解決するために、自己の影響力を行使することは
すすめられています。
１）平和への担い手を育てるロータリー世界平和奨学
金プログラム　
　国際ロータリーでは、国際問題の研究を目的とした
ロータリーセンターを世界の７ヶ所に開設することに
しました。このロータリーセンターで研究に従事する｢ロ
ータリー世界平和奨学生｣は、普通の国際親善奨学生と
異なり、紛争解決の要点や、平和研究を含んだ修士課
程の２学業年度、研究に従事することになります。
２）平和と開発に関する会長主催会議の開催
　この会議は、2002年8月９～1１日、当時のラタクル
RI会長によって、マレーシアのクアラルンプールで開
催され、約1,400人のロータリアンと来賓が２７カ国か
ら参加し、平和への専心を強める会合となりました。

ロータリー世界理解月間について

渡辺雅晃君

卓　話

伊丹君、小林君、前田君
鈴木（正能）君、平野君、古川君
小林君、佐々木君、原君
土屋君、小林君、栗原君、前田君、
川真田君

おめでとう

会員誕生日
入会記念日
奥様誕生日
結婚記念日
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